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(法第28条第1項関係 )

令和 3年度事業報告書

令和 3年 4月 1日 から  令和 4年  3月 31日 まで

特定非営利活動法人おたくさスポーツ&カルチャークラブ

1 事業の成果
地域内外の未就学児から小学校低学年を対象とした普及活動を行い、多くの児童 (約 80名 )にサンカ~の楽し

さを伝えることができた。所属選手 (約 140名 )については練習、練習試合を継続して行い、技術と精神の向上

に努めた。緊急事態宣言中、県、市教育委員会からの活動自粛要請期間は活動を停止 (約 2か月半)したが、そ

の間も動画の配信や情報の発信により、各々が積極的に自主 トレーニングに取り組んだ。

Jr(小学生)は初のフットサル県大会優勝、サンカ~で も九州大会出場権を獲得した。残金ながら上位大会は中

止となつたが不安のつのる日常の中、会員に明るいニュースを届けてくれた。

」rユース (中学生)は 2ndが高円宮杯県 2部 リーグ参入を決め、TOP(県 1部 リーグ所属)と共に安定した

成績を収めている。

地域交流事業は県、市教育委員会と県サンカ
~協会からの要請の範囲で行つた。県外への遠征はほぼ行わず、主

会場である中央ふれあい広場サンカ~場の備品等を新たに増やし多くのチーム (延べ 424チーム、4240名 )の

皆様にお越しいただいた。

スポーツ濃手の強化事業、講習会事業、一昨作年スター トした会員、その保護者、非会員対象のフットサル (室

内サンカ~)、 ノフトバレー、バ ドミントンについては実施できなかった。

多くのスタンフの協力のもと、会員の皆様に充実した指導、ゲーム環境を提供することができた。

令和 4年度もこれまで積み上げてきた地域や会員の皆様との信頼関係をより強固なものにし、更なる会員の増員

を図ると共に今回実施できなかった事業についても準備を進めてゆきたい。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業

定款の

事業名
事 業 内 容

実施

日時

実施

場所

従事者

の人数

受益対象者

の範囲及び

人数

事業費

の金額

(千円)

① ス ポ

ー ツ

の 普

及 事

業

② ス ポ

ー ツ

選 手

の 育

成 事

未就学児から小学生を対象

としたサッカースクールの

運営。

小学生と中学生を対象とした

サッカークラブの運営。(トレ

ーニング、公式戦などの対外

試合、県外チームとの強化試

合 )

週 5日

週 5日

諫早市中

央ふれあ

い広場サ

ンカ~場

他。

諫早市中

央ふれあ

い広場サ

ンカー場

他。

21名

21名

小 学 生 以 下

の児童

約 80名 /1 日

小学生と

中学生

約 140名 /1日

1,033

9,370



業。

③ ス ポ

ー ツ
選 手

の 強

化 事

業。

習

等

連

講

会

関

事

業

④

⑤ 地 域

交 流

事業

実施しなかった。

実施しなかつた。

(1)ふれあい TRM(スクー

ル ・ I)

(2)県内外への遠征試合

通 年

(80回

開催 )

通 年

(80回 )

諫 早 市

中央 ふ

れ あ い

広 場 サ

ッカー場

県内外

16名

12

424チーム参

加 (約 4240

名)

108回 (20～

28名 /一回)

0

0

113

3,760



法第28条第 1項関係

令和 3年度 活動計算書

令和3年4月 1日 から令和 4年3月 31日まで
特定〕F営不u活動法人おたくさスポーツ8tカルチャークラブ

(単位 :円 )

科 目 金 薔買

I経常収益
1受取入会金
正会貝受取入会金

賛助会員受取入会金

一般会員入会金

2受取会資
正会員受取会買

賛助会員受取会資
一般会員受取会資

3受取寄附金
受取寄附金

施設等受入評価益

4受取助成金等
受取民間助成金

5事業収益
)ンカークラブ事業収益

サッカースクール事業収益

講習会等関連事業

地域交流事業

6その他収益
受取利息

雑収益

経常収益計

I経常費用
1事業資
ω人作資

給料手当

法定福利買

退職給付費用

福利厚生資

謝金 (運転手当含ω
人件置計

。その他経費

宿泊買 (飲食資)

旅買交通買

施設利用買

大会参加買

振込手数料

通信買

消耗品 (事務)

消耗品 (備品・石灰等)

E「刷代

車両資

ライセンス取得更新料 (審判、指導)

スポーツ保険料

登録買 (チーム、選手)

燃料貴 (車両・発電機 )

交際費・お生産

雑資

パスレシタル料

その他経費系

事業資計

2管理賞
。,人作費
役員報酬

給料手当

法定福利費

退職給付費用

福利厚生資

人件資計
。その他経買

会議費

旅費交通資

消耗品 (事務)

振込手数料

通信資

接待交際買 (土産、慶弔資含む)

支払手数料

その他経費計

管理買計

経常費用計

当期経常増減額

Ⅲ 3経常外収益
固定資産売却益

経常外収益計

Ⅳ経常外費用

1過年度損益修正損
経常外費用計

経理区分振替額

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

0
0

39′000 39,000

141'2843:S

12,000
0

201 6CO 213.600

0
0 0

0 0

9,369,450
1,033,375

0
3.873.010 14,275,335

0
0

lr560,000
0
0
0
0

10803.243

1.560,000

2′667,963
390′ 050
922,850
703,100
5,775
17,182
78′ 223
523′ 643
720

923′ 318
132′ 842
289′ 672
250′ 555
1′ 170,674
73′257
123′419
965,000
9′ 243′ 243

2,400,000

340′ 950

3.927165
14′ 730′ 408

2_740_950

34′012
0

189′ 344
0

472′036
420,823
70_000
1,186.215

-201,973

0
0 0

0 0

0 0

0 0
‐2019,3
939,377
737



(法第 28条第 1項関係 )

令和 3年度貸借姑照表

令和 4年 3月 31日 現在
特定非営利活動法人の名称おたくさスポーン&カルチャークラブ

科   目 金  額  (単位 :円 )
I 資産の部

流動資産

現金預金

現金手許有高

1

流動資産合計

2 固定資産

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部
流動負債1

借入金

流動負債合計

2 固定負債

固定負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産

当期正味財産増加額 (減少額 )

正味財産合計

負債及び正味財産合計

57,265

680,139

737,404

0

737,404

0

0

0

0

0

737,404

0

989,377

-201,973

737,404



令和3年度 計算書類の注記
特定非営利活動法人の名称おたくさスポーツ&カルチヤークラブ

1重要な会計方針

計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2010年7月 20日 2011年 11月 20日一部改正 2017年 12月 12日―
部改正 NPO法人会計基準協議会)によつています。

。)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっています。



(法第 28条第 1項関係 )
令和 3年度 財産目録

令和 4年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人おたくさスポーツ&カルチャークラブ

科 日 。 摘 要 金  額  (単位 :円 )
I 資産の部
1 流動資産

現金 (現金手許有高)

普通預金 (たちばな信用金庫西大村支店 )

流動資産合計

2 固定資産

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
借入金

流動負債合計

2 固定負債

固定負債合計

負債合計

正味財産

680,139

57,265

737,404

0

737,404

0

0

× × ×

× × ×

0

0

0

0

× XX

X× ×

737,404


